
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍のなか、学校行事は君に「エール」を送る 

 

コロナ禍の一年である。油断はしてはいけない。「密」にならない。消毒。換気に気をつける。毎朝の検

温も怠らない。そしてマスク。自分を守るためではなく、相手に安心感を与えるために怠らない。やれるべ

き防止をしていこう。 

そんな中での「行事」である。学校行事は、子どもたちの学びを深める。成長を助ける。社会に出たとき

に必要になる力をつけてくれる。行事は集団で（仲間たちで）つくりあげるもの。途中いざこざもあるだろ

う。うまくいかないコトもあるだろう。しかしそれらを集団の力で乗り切り、最後に充実感を味わう。私は

行事が好きだ。 

９月２７日に京炎フェスティバルが行われた。今年初めて観客を集めて行う「学校行事」だった。最後の

演目「京炎そでふれ」が行われた。はじめは下級生だけで踊る。途中道を空けて上級生が入り、全学院生が

一体になって躍る。終盤、９年生の「エール」でクライマックスを迎える。「まだまだ笑顔で」「はいはい」。

今年コロナ禍でなかなか機会が与えられなかった下級生と上級生の「あこがれと見本」の姿がそこにあった。

「学校行事」は、学院生にも観ている人々にも感動を与えた。 

 

１０月１４日からは「修学旅行」が行われる。今年はナガサキに行きます。 

戦後７５年の年に６年生ヒロシマ・９年生ナガサキの両市を訪れるこ 

とは意味があります。今年、ＮＨＫの連続テレビ小説『エール』では古関 

裕而さんがモデルになっています。古関さんの戦後の代表曲の一つに『長崎 

の鐘』があります。被爆した永井隆医師の手記を、作詞サトウハチローさん、 

作曲古関裕而さんで曲にしたものです。短調で始まった曲が、「なぐさめ、 

はげまし・・・」のところで明るい長調に転じます。これによって、悲しみに打ちひしがれていないで、未来に

希望をもとうというメッセージが強烈に伝わってきます。 

  ♪なぐさめ励まし ナガ～サキの～ ああ～ナガサキ～の鐘が鳴る～♪ 

戦争でうちひしがれた人々に、明るく生きてほしいとつくった「希望の歌」、 

『長崎の鐘』は、今コロナ禍に生きる私たちにも希望を与える歌になっているの 

でしょう。人々に悪条件でも負けないでほしいと「エール」を送っているので 

しょう。 

平和公園には１９７７年にモニュメントとして「長崎の鐘」が建立されま 

した。この地から恒久平和を世界中に訴えています。私たちは修学旅行でこ 

こに立ち、古関さんや永井博士からの「エール」を受け止めたいと思います。 

 

次回学校だより１１月号の予告です。 

近々文化祭で歌う全校合唱の練習が始まります。今年の曲は「いのちの歌」です。 

この曲を選んだ理由、そしてこの歌に込められた思いをお伝えします。 

 

                  京都大原学院 校長 石飛 聡 

  

 

 

 

 

令 和 ２ 年 ９ 月 ３ ０ 日 

京 都 大 原 学 院 
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三千院学習 ５年生 ９月２日（水）～４日（金）  

毎年、長期宿泊学習として、たくさんの地域の方に助けていただきながら行う行事ですが、今年は、新型コロナ

ウイルス感染防止を充分に考慮し、地域の方々のご協力もできる限りお断りして、日帰り３日間での学習を計画し

ました。百井分校までの車道ハイキングや百井分校でのレクリエーション、阿弥陀寺の見学、校区ラリーなど、例年

にない活動が加わり、地域を存分に歩いて、大原の魅力をたくさん発見した３日間になりました。ご協力をお断りし

たにもかかわらず、行く先々で学院生を迎えてくださった地域の皆様の温かさにふれ、子どもたちが地域の中で育

っていく姿を見ることができました。３日間の活動を見守ってくださり、ありがとうございました。 

５年生は「この３日間で地域のすばらしさを感じました。これをみんなに伝えたいです。」「クラスのみんなが仲良

くなれたので、これからもずっと仲よくしていきたいです。」と話しました。       

地域の皆様、本当にありがとうございました。 

ソフトテニス部秋季新人大会 ９月１９日（土）・２０日（日） 
秋季新人大会団体戦予選が行われました。１９日

（土）女子の部では、７年生２名と８年生３名の５名の

部員が、熱戦をくり広げました。結果は、惜しくも予

選を通過することができず、涙しましたが、次につな

がる成長が見られました。個人戦も頑張ろう！ 

２０日（日）の男子の部では、接戦の末、予選を２位

で通過することができました。 

本戦でも、頑張れ！京都大原学院ソフトテニス部！               

休日参観・京炎フェスティバル９月２７日（日）  
今年度初めての授業参観を行いました。１校時は全学年、道徳の学習を行いました。１年生から９年生がそれぞ

れのめあてに真剣に向き合っている様子を参観していただくことができました。２～４校時は全校合同体育「京炎フ

ェスティバル」を行いました。毎年、運動会で行う１年生から９年生までバトンを繋ぐ色別対抗リレーと児童生徒会

種目（今回は玉入れ）、全校演技「京炎そでふれ」を、コロナ禍を考慮し、競技の形を工夫して行いました。練習時

間が短い中、さすが９年生、これまで見てきた先輩たちの思いを受継ぎ、みんなをまとめ、盛り上げました。 

今年の「京炎そでふれ」はいかがでしたか。また、ご感想をお聞かせください！ 

旧滋野中学校・女子団体戦 
桃山中学校・男子団体戦 
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「大原提言」発表会 ９年生 

   １０月２日（金）午前１０時４５分～ 京都大原学院 体育館 

今年は、会場を変更して京都大原学院体育館で発表会を行います。 

新潟県の小中一貫まつのやま学園と奈良県の田原小中学校、滋賀県の余呉

小中学校も、当日、リモートで参加されるとの連絡があり、９年生の意気込みも

高まります。発表会では、参加者との質疑応答が醍醐味で、９年生のコミュニケ

ーション力の向上や提言の更なる深まりにつながる面白さがあります。 

９年生は、昨年度まで見てきた先輩の「大原提言」とは少し形式が変わります

が、今年度ならではの良さを最大限に活かして、発表してほしいと思います。 

保護者・地域の皆様、ご参加よろしくお願いします。 

 文化祭について１１月２０日（金）８：５０～１２：１０ 
１１月２０日（金）の午前中に文化祭舞台発表を行います。内容は１～９年生の舞台発表と全校合唱です。保護者

の皆様に参観していただけますが、体育館での参観は、発表学年の保護者とさせていただきます。 

西館１階に、舞台の様子を映像でご覧いただけるコーナーを設けますので、こちらもご利用ください。詳細は後

日お知らせします。 

今年の全校合唱は、体育館の舞台だけでなくフロアにも並んで歌います。曲は「いのちの歌」です。全学院生が

思いを込めて歌います。ご期待ください。 

☆展示発表・お茶席は行いません☆ 
学院生の作品とＰＴＡ・地域・学童クラブの作品展示は行いません。また、花広場で例年実施しているお茶席も、

今年度は実施いたしません。毎年、保護者・地域の皆様には、ご協力いただいておりますが、ご了承いただきます

ようお願いいたします。 

作品展につきましては、後日、参観日などの機会に行えたらと考えております。詳細が決まりましたら改めてお知

らせいたします。その際には、ご協力をお願いいたします。 

 

 

                  

 

９月の朝会に、ＮＰＯ法人京都大原里づくり協会の西田誠さんにお

越しいただき、昨年発行された大原草紙記念号『写真集大原の里』の

お話をしていただきました。 

西田さんは、明治、大正、昭和、平成時代の大原の学校、人々、 

自然災害、戦争の写真を見せながら、「私が子どもの頃の大原は相撲 

が盛んで、学校に土俵があって、相撲大会が開かれていました。一列 

目に座っているのが私です。」「井手町の約６０年前の写真です。この 

頃は○○くんの家はまだありませんでした。」などと、学院生一人一人に語りかけるように

話されました。登校時の見守り隊でもある西田さんとは、顔なじみの学院生もたくさんい

ます。京都大原学院の大先輩です。そんな西田さんのお話から、これからの大原の歴史

をつくっていくのは学院生。互いを尊重し、大原の伝統や良さを残してほしいという熱い

思いがひしひしと伝わってきました。 

今年度、学校で取り組んでいることは「大原の魅力（素敵）見つけ」です。学院生はどん

な魅力を見つけましたか。ご家庭でも、話題にあげていただけると幸いです。 

 

いよいよ完成！パソコンに向か

って、最終調整しています。 



令和２年度  

学校教育目標 

 

令和２年度    １０月行事予定 

 日 曜 学校行事 ・ ＰＴＡ ・ 地域 ・ 保健行事など 

 １ 木 冬服移行期間（～11/15） テスト 1 週間前  専門委員会（6校時） 

 ２ 金 大原提言（9年 10:40～体育館）  第 2 回英語検定  

 ３ 土 サタデー・オープンスクール ソフトテニス部秋季大会個人ブロック予選  

 ４ 日  

 ５ 月 発見旅行保護者説明会（６年：16:00～） 素読教室  

 ６ 火 ふれあいタイム（3年） 内科検診（1･2 年） 

 ７ 水  相談室開設（13:00～17:30） 

 ８ 木 秋季テスト（7～9年）  

 ９ 金   

１０ 土            

１１ 日  

１２ 月 秋時間開始（下校時刻 16：15，完全下校 17：00） 

素読教室 

諸費振替日 

１３ 火 検尿(再） 内科検診（3～6年） 

１４ 水 修学旅行（9年） 合同部活動  相談室開設（12:30～17:30） 

１５ 木 クラブ活動（6校時）       学校安全の日 

１６ 金   

１７ 土   

１８ 日  

１９ 月 みんな遊び（昼休み） 素読教室  

２０ 火   

２１ 水 合同部活動              巡回文庫           相談室開設（12:30～17:30） 

２２ 木 専門委員会（6 校時）   

２３ 金 朝会 学習確認プログラム（9年 ～27 日） 漢字検定（7～9年） PTA 運営委員会(19:30～)                             

２４ 土 ソフトテニス部市内大会女子個人 

２５ 日 ソフトテニス部市内大会男子個人 

２６ 月 素読教室             選挙運動期間 諸費再振替日 

２７ 火 第 2回進路保護者説明会（7～9年）  

２８ 水 合同部活動               古紙回収 

２９ 木   

３０ 金 児童生徒会立会演説会・投開票（5～9年）   

３１ 土   

１１月の主な行事予定 

4 日（水）・5日（木）個人懇談会（9年） 

6 日（金）・7日（土）発見旅行（6年） 

9 日（月）～13 日（金）学習確認プログラム(7･8 年) 

 

20 日（金）文化祭 

  

 

 

この印刷物が不要になれば

「雑がみ」として古紙回収へ 


